











































































































































































































 えら  ユ
 =イ3・∠7一×ρ==∠3・Jz・ρ」
 θ畠αえ'71θθ賦
(11)
(12)
(13)
 で与えられる。∠εθは計算から,∠zθ.えは観測から求められるので∠鵜,えが計算される。よって等
 価非対称質量∠〃ば,∠〃1y
 イ晦一場sinθC。Sθ∠3θ老1嶋λC。Sえ
(14)
 踊y可θsinθC・Sθ鱗∠醒θ.えslnえ
 が計算される。
 め第二層について
 第二層は偏西風帯に入っていて大気の水平混合が大きく、月平均でもhydrostaUcな状態とは考
 えられの。この層の代表層を300mb高度としたのはこの付近が水平混合が最も大きいからである。
 これまでψは(matt.er)のみを考えて来た。乙こでは(motlon)を'考慮するために,300mbと
 500mbの層間の平均密度はどこも一様であるとし,∠窃一∠zβを計算して,偏西風の影響を静水
 圧平衡の場合に置きかえて計算した。但し
 ∠宅イ=z次5。o)一z承コ。。)・遊8=z813。。1-ZB〔50。】
 である。又'密度は
 ρz一編一青(～一z5・・)(15)
 で与えられる。'F均密度β2は
 芝ユoo
 〃2=焼oo一(i6)
 〃2
 で計算される。計算には馬二〇.0006035g/cm3をつかった。よって第一層と同様にして,
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 脇エ皿Σ。sinθC・Sθイ3.澱〃29ユCOSえ
 晦一輪i11βC・S御3。上泌θλsinえ
 か求められる。
 “])ψの計算
 第一層第コ酋を合わせた等価非対称質量は
 ∠艀エ=∠躍1工十善〃!潔
 イ鈎=靖1ヲ+諏毎
 となり,これよりψを計算して,(単位10-8)
 ψエ=一ll、22cos㊦一1,37sln{…1)一2.16cos2(9十4.72sln2⑤,
 ψy一月3・24c・s㊦一〇ユ7silllり司・17c・s2④+0・41sin2しり・
 Munk&Hassan(1961)の結果は(1873～1950)
 九一一L8cos⑤+0.2sin㊦+0.4cos㊥+0.8sin2④,
 1〃二一12、9cos⑤一1.Osin(…)→1.8cos⑤→一1.4sin2(…)、y
 但し◎は年初を原点とする。この比較でψ血が苦しく異なっていることに気かつく。
(17)
(18)
(19)
 第9章周極渦項の極運動への影響
 ψか求められたので第4章の解法により基本方桿式を解いて次の結果を得た。
 τ一〇ク107sin(④+218F5)+0グ007sin(2㊦一1-200ヨ7),
 y-0.'!msin(⑤+298跡)+0侮08sln〔2〔り+260F9).
(20)
 第io章天体観測との比較
 1960～1965年の6年間の緯度観測から決定された極・軌道を解析して
 必。一〇!!174sln(⑤+216F4)+0幻03sin(2@+20F8)
 +0で!131sin(Ω+10797),
 yn-0グ07gsin(◎+28692)+0倫09sin(2⑤+197F7)(21)
 +0ク144sin(Ω一4393)
3600
 を得た。第三項はChandler項でぐ二範δ,∠は1960年々初を原点として数えた日数である。
 (20)式と(21)式とをくらべると,年周項に於て,振幅位相共,かな1)よく一致している。又半
 年周項も振幅がよく似ている。このことは,周極渦が極運動に於ける年周項の主要な原因をなして
 いることを実証していると考えてよいであろう。
 第五豊章結果に対する考察
 従来の研究は,地表の気圧分布から質量分布を求めて慣性能率の変化を計算し極運動への影響を
 計算した。しかしこれによって得られた結果は年周項を充分に説明出来なかった。それは地上気象
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 紅、
 、
骸
 観測所が舗在し又その数も,今日にくらべて非常に少なく,且つ局地性か大きく,充分に大気循環
 を代表出来なかったためであろう。この論文は,最近の資料により周梅渦の構成を立体的に考える
 ことにより顎運動への影響を導いて,周極渦の変動が年周項の主な原因の一つであることを立証し
 た。
 尚この研究は大気循環の全般にわたって行なう必要かあるが,南半球については充分の資料が得
 られなかった。
 極運動の年周項の原因は気象以外にいろいろと論ぜられているか,ここではそれ等には一切触れ
 ていない。
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 論文審査結果の要旨
 緯度変化即を示す公式却=∬cosえ+ysinえ+z(え:経度)に現われる灘,y項に周期1年,
 振幅約0.2秒の年周項の存在することは,長年の緯度観測から確かめられた事実であるか,その原
 因については未だ充分に明らかにされていない。
 切田正実は,緯度変化すなわち地軸の極運動に現われる諸現象は元釆全地球的規模をもつ原因によ
 るとする立場をとって,上記年周項の原因を地球大気の気象学的現象のなかに求めてその説明を、試
 みた。既に同一観点に立つ研究はMUNK-HASSAN(1961年)によって行なわれたが定量的に不
 充分であった。近年,大気循環の研究の急速な進歩によって,特に北半球の中高緯度に現われるII胡
 極渦による大気鼠の増減が地軸に対して非対称分布を示し,また大気循環の大勢と共に周期的変動
 を示すことが明らかになっている。著者の研究は,この周極渦の存在か極運動の年周項の原因であ
 ることを定量的に確かめたものである。
 第1～第4章において,大気質量分布による摂動(励起関係と呼ふ)のある場合の地球の一般回
 転運動の方程式を導き,それを無次元変数のNrUNK型方程式に、穿替えて理論の出発点とした。特
 に励起関数が周期関数である場合の解の債分表示を与えた。
 第5～8章は本論文の主要部分で,上記励起関数の具体的数値を現在なし得る限り最も詳細に与
 えている。著者は,大気層を二つの層に分かち,地球から気圧500ミリバー」レの層までを第一ll・1,
 それより上図200ミリバールまでを第」爵とした。次いで各層を代表する500ミリバール,300ミ
 1」バール層に対するそれぞれ196〔)～1965年。土951～1960年にわたる北半球等圧面月別天気図を
 資料として,各層の大気質量を計算する方式を導いた。次いで,大気質量の非軸対称分市に起因す
 る慣性能率の変動として与えら泊る励起関数の月毎数値を求め,更に周期解析によって励起関数が
 年周項および半年周項の和によって充分正確に表わせることを示した。
 第9～10章において,上記励起関数を用いて言1算した極運動の結果と緯度観測からの結果とを上ヒ
 較している。必,シ項の年周,半年周項の振幅を示すと〔0グ17,0召007)および(o∫!川,0!008)
 となり,1960～1965年にわたる緯霞=観測から著者の得た数値(0グ174,0グ003)およひ(0!!079,
 0グ009)と位相を含めてよく一致することを示した。
 すなわち,本論文は,周極渦の存在が極運動に現われる年周項の主要な原因の一つであることを
 示したもので,従来の極運動の解析的研究を一歩発展させたものであるといえる。よって切田正実
 提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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